第6号様式の4
非行事故報告書
　　年　　月　　日
学校所在地　　　　　　　　　
学校名　　　　　　　　　
校長名　　　　　　　　㊞
	事故の種類
	
	個人
	集団
	・自校児童生徒(　　人)
・他校児童生徒(　　人)
・その他(　　人)

	主たる事故
	
	
	
	
	

	付随する事故
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	

	（ふりがな）
	（　　　　　　）
	男
②
女
	　年
③　　月　　日生
年齢（　　歳)
	④
	小
中
	年

	①児童生徒氏名
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	高
	全
定
	科　年

	⑤事故発生の日時
	　　年　　月　　日（　）　　時　　分（ころ）

	⑥事故発生の場所
	

	⑦事故の概要
	⑴事故発見
補導の状況
	ア教職員　イ親　ウ警察　エその他（　　　　　　　　　）

	
	⑵事故以前の問題徴候・事故発生までの経緯、原因等
	

	
	⑶事故の内容
	

	⑧事後の対応
	⑴当該児童生徒への指導及び処置
	

	
	
	ア訓告　イ停学(含謹慎)（　　日間、無期）
ウ退学　エその他（　　日間）

	
	⑵校内的な取り組み
	

	
	⑶父母、関係機関への対応
	





	⑨児童生徒の平素の状況
	⑴学校での生活の状態、傾向
	ア学業成績
	(ｱ)上　(ｲ)中　(ｳ)下

	
	
	イ学習態度
	(ｱ)まじめ　(ｲ)普通　(ｳ)ふまじめ

	
	
	ウ出席状況
	(ｱ)よい　(ｲ)病欠が多い　(ｳ)怠学が多い　(ｴ)遅刻が
多い　(ｵ)早退が多い

	
	
	エ集団活動への参加
	(ｱ)学級・ＨＲ（積極的、普通、消極的、疎外的、妨害的）

	
	
	
	(ｲ)部活動（参加、不参加）
※参加の場合（部名　　　　　）

	
	
	オ交友関係
	(ｱ)多い、普通、少ない、ほとんどない　(ｲ)主導的、
普通、追従的　(ｳ)特定の他校生との関係(有　無)
(ｴ)特定の社会人との関係(有　無)

	
	⑵健康状態
	ア現状　(ｱ)良い　(ｲ)普通　(ｳ)悪い　イ既往症（　　　）

	
	⑶性行
	ア性格
	(ｱ)外交的　(ｲ)普通　(ｳ)内向的

	
	
	イ情緒
	(ｱ)安定　(ｲ)普通　(ｳ)不安定

	
	
	ウその他の傾向
	(ｱ)寡黙　(ｲ)陽気　(ｳ)陰気　(ｴ)短気　(ｵ)神経質
(ｶ)乱暴　(ｷ)利巳的　(ｸ)注意散漫　(ｹ)虚言癖　(ｺ)劣
等感　(ｻ)服装、持ち物が派手　(ｼ)身なり、服装が
だらしない　(ｽ)約束を守らない　(ｾ)忍耐力、持久
力を欠く　(ｿ)執着性が強い　(ﾀ)反抗的(攻撃的)
(ﾁ)その他（　　　　　）

	
	⑷家庭の状態、傾向
	ア住宅環境
	(ｱ)住宅（自宅、下宿、寄宿舎、住み込み）
(ｲ)勉強室（自室を持つ、兄弟共有、特にない）
(ｳ)環境（住宅地、商店街、歓楽街、工事地、郊
外、その他(　　　　　))　(特記事項　　　　　)

	
	
	イ親のしつけ
	(ｱ)厳しい　(ｲ)普通　(ｳ)甘い　(ｴ)放任

	
	
	ウ家族構成
	父、母、義父、義母、祖父、祖母、兄(　人)、姉
(　人)、弟(　人)、妹(　人)、同居人(　人)、そ
の他の保護者（　　　　　　)

	
	
	エ経済状態
	(ｱ)上　(ｲ)中　(ｳ)下（　　　　　）

	
	
	オ保護者の職業
	父(　　　)、母(　　　)、その他の保護者(　　　)

	
	
	カ日常生活
	(ｱ)団らんの機会(多い、普通、少ない)
(ｲ)親子の折り合いが悪い　(ｳ)両親の仲が悪い
(ｴ)兄弟の仲が悪い　(ｵ)保護者が不在がち
(ｶ)その他(　　　　　　　　　　　　)

	対策
⑩今後の指導
	⑴生徒指導上の課題
	

	
	⑵指導方針
	

	⑪報道の有無
	有無
	報道機関
	報道月日

	
	
	（　　　　　　　　　　）
	月　　　日　　　曜
（朝刊、夕刊）（全道、地方）

	⑫備考
	




事故報告書記入上の注意事項
（一般事故）
1　事故の種類等については、該当する下記の用語を欄に記入する。
⑴　事故の種類
ア　死亡の場合（第一原因による）
爆発死　焼死　水死（溺死）　転落死　急性心不全　凍死　崩落死（圧死）
中毒死（食品、薬物等）　感電死　打撲による死
イ　負傷の場合（併合する場合は、下段にも記入）
骨折（単純、複雑）　捻挫　脱臼　打撲　切傷　劇薬　挫傷（含割傷）
咬傷　擦過傷　筋・腱断裂　火傷　中毒（食品、薬物等）　失神・脳震とう
（日射・熱射病等）　切断（欠損）　その他の負傷（具体的に記入）
⑵　負傷の部位
頭部（前、後、右側、左側）　顔面（額、ほお、顎、口、目、耳、鼻）（右、
左）顎部（前、後、右側、左側）　胸部（右、左）　背部（右、左）　腹部
（右、左）　脊髄　肋骨（右、左）　腰部（右、左）　肩（右、左）　手首
（右、左）　掌、甲（右、左）　手指（母、２、３、４、５指）　股（関節）
（右、左）　大腿部（右、左）　膝（右、左）　下腿部（右、左）　くるぶし
（右、左）　足部（甲、裏）（右、左）　足指部（右、左）（母、2、3、4、
5指）　その他（具体的に記入）
⑶　負傷の程度
全治3週間　全治1か月　全治2か月　全治3か月　全治6か月　全治6か月
以上　後遺症の見通し　廃疾の見通し
⑷　負傷を招くに至つた器物など
直接、負傷に関係する器物や機械、道具、薬品などがある場合、具体的に記入
する。
2　項目中、記述を要するものについては、できるだけ簡潔に記入する。
また、用語を選ぶものについては、該当する事項を○で囲み、（　）を伴うもの
については、必要事項を記入する。
3　事故者が２名以上の場合、共通する内容については、そのうち１名について記載
し、他の者は記載を省略しても差し支えない。
4　必要に応じて、より詳細な内容や事情、見取り図（状況説明図）、図式図等を添
付する。（様式自由）

5　新聞報道のあつた場合は、記事の「切り抜き」やその写しを添付する。
（交通事故）
1　事故の分類については、該当するものを○で囲む。
（注）　被害、加害の判別が困難な場合は、警察が第一当事者と定めた場合を「加
害」とし、第二当事者と定めた場合を「被害」とすること。
2　事故の種類等については、該当する下記の用語を、欄に記入する。
⑴　事故の種類
ア　死亡
イ　負傷　　骨折、脱臼、捻挫、切傷、刺傷、挫傷、裂傷、擦過傷
切断（含欠損）、内出血、破裂、その他
⑵　負傷の部位
頭部（前、後、右側、左側）　顔面（額、ほお、顎、口、目、耳、鼻）（右、
左）　頸部（前、後、右側、左側）　胸部（右、左）　背部（右、左）　腹部
（右、左）　脊髄　肋骨（右、左）　腰部（右、左）　肩（右、左）
肘（右、左）　手首（右、左）　掌、甲（右、左）　手指（母、2、3、4、
5指）　股（関節）（右、左）　くるぶし（右、左）　足部（甲、裏）（右、
左）　足指部（右、左）（母、2、3、4、5指）　その他（具体的に記入）
⑶　負傷の程度
全治1週間　全治2週間　全治3週間　全治1か月　全治2か月　全治3か月
全治6か月　全治6か月以上　後遺症の見通し（機能回復不全）　廃疾の見通
し
3　項目中、記述を要するものについては、できるだけ簡潔に記入する。
また、用語を選ぶものについては、該当する事項を○で囲み、（　）を伴うもの
については、必要事項を記入する。
4　事故者が２名以上の場合、共通する内容については、そのうちの１名について記
載し、他の者は記載を省略しても差し支えない。
5　必要に応じて、より詳細な内容や事情、見取り図（状況説明図）、図式図等を添
付する。（様式自由）
6　新聞報道のあつた場合は、記事の「切り抜き」やその写しを添付する。

（非行事故）
1　事故の種類については、該当する下記の用語を、欄に記入する。
なお、非行事故は、その性格上、一種類の非行に限らない場合があるので事故の
事実、内容に基づいて「付随する事故」の欄に記入する。
	事故の種類

	（分類）
	用語

	刑法犯（触法犯)
	（凶悪犯）
	殺人　強盗　強姦　放火　誘拐

	
	（粗暴犯）
	暴行　傷害　脅迫　恐喝

	
	（窃盗）
	空巣　万引き　置引き　ひつたくり　すり　店舗出店等荒し
自動販売機荒し　忍びこみ　自動車盗　オートバイ盗　車上
ねらい　自転車盗　その他

	
	（知能犯）
	詐欺　横領　偽造

	
	（風俗犯）
	賭博　わいせつ

	
	（過失犯等）
	住居侵入　失火　過失往来妨害　臓物　故売　器物損壊
爆破物取締違反　道交法違反（　　　　　）
銃砲刀剣等所持違反　売春　堕胎　その他（　　　　　）

	ぐ犯不良
行為の1
	凶器携帯　乱暴　けんか　たかり

	
	家出　行方不明　無断外泊

	
	夜遊び　不健全娯楽　深夜はいかい

	
	不良交友　不良団加盟　暴力行為　怠学

	
	飲酒　喫煙

	
	金銭乱費　物品持出し　金品持出し

	ぐ犯不良
行為の2
	婦女誘惑　性的いたずら　不純異性交遊　その他

	薬物・有機
溶剤等の乱用
	睡眠薬乱用　鎮静（痛）薬乱用　興奮楽乱用
塗料・接着剤乱用　シンナー乱用
その他薬物・有機溶剤等の乱用

	（自殺）
	縊死　入水死　飛込みれき死　薬物死　その他（　　　　　）

	（その他）
	犯罪的行為による被害（　　　　　　　　　　）
上記に含まれない校則違反（　　　　　　　　　）


2　項目仲、記述を要するものについては、できるだけ簡潔に記入する。
なお、用語を選ぶものについては、該当する事項を○で囲み（　）を伴うもの
については、必要事項を記入する。

3　事故が2名以上にわたる場合、共通する内容については、そのうちの1名について記載し、他は省略しても差し支えない。
4　⑩「今後の指導対策」では、本件事故等における生徒指導上の課題及び指導方針を記入する。
5　学校教育法第26条により教育委員会が出席停止を行つた場合は、⑧⑴のエ、その
他（　）にその日数を記入する。
6　必要に応じて、より詳細な内容や事情、見取り図（状況説明図）、図式図等を添付する。（様式自由）
7　新聞報道のあつた場合は、記事の「切り抜き」やその写しを添付する。
8　「犯罪的行為による被害」の場合は、⑫「備考」欄に加害者に関する事項を記入
する。
